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一
九
八
〇
年
秋
、
中
国
か
ら
二
人
の
考
古
学
者
が
明
治
大
学
を
訪
ず
れ
た
。

一
九
八
〇
年
は
、
明
治
大
学
に
考
古
学
研
究
室
が
お
か
れ

て
か
ら
丁
度
三
〇
年
目
に
あ
た
り
、
ま
た
大
学

の
創
立
百
周
年
で
も
あ

っ
た
。
考
古
学
研
究
室
で
は
こ
の
年
に
、
そ
の
創
設

を

記
念

し

て
、
中
国
か
ら
考
古
学
者
を
招
く
企
画
を
た
て
て
い
た
。

こ
の
計
画
は
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
の
所
長
で
あ
る
夏
鼎
先
生
の
尽

力
を
え
る
な
か
、
杉
原
荘
介
教
授
と
安
蒜
政
雄

の
二
人
が
北
京
を
訪
ね
具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
お
こ
な

っ
て
、
実
現
す
る
は
こ
び
と
な

っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
国
科
学
院
古
脊
椎
動
物
奥
書
人
類
研
究
所
か
ら
は
責
簡
波
教
授
、
中
国
社
会
科
学
院
か
ら
は
考
古
研
究
所
の
安
志

敏
教
授
と
外
事
局
の
呂
文
忠
通
訳
、
王
氏
の
来
日
が
決
定
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
質
蘭
披
教
授
は
旧
石
器
時
代
の
指
導
的
な
研
究
者

と
し
て
、
安
志
敏
教
授
は
新
石
器
時
代
研
究
の
代
表
者
と
し
て
、
世
界
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

両
教
授
は
、

一
一
月

一
三
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
二
週
間
、
日
本
に
滞
在
し
た
。

こ
の
間
、
東
京
と
京
都
で
、
明
治
大
学
と
朝
日
新
聞

社
が
主
催
し
日
本
考
古
学
協
会
と
日
本
中
国
文
化
交
流
協
会
が
後
援
す
る
公
開
講
演
会

「石
器
時
代
の
中
国
」
が
ひ
ら
か
れ
た
。
賢
蘭
披

教
授
と
安
志
敏
教
授
と
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
な
か
で
、
最
新
の
研
究
成
果
に
も
と
つ
く
興
味
深
い
講
演

「東
洋
に
お
け
る
人
類
の
出
現
一
中



国

の
旧
石
器
時
代
ー
」
、
「
東
洋

に
お
け
る
農
耕

の
発
生
-
中
国

の
新
石
器
時
代
ー
」
を

お
こ
な

っ
た
。

ま
た
、
専
門
的
な
研
究
集
会
も
二
度
ひ
ら
か
れ
た
。
東
京
で
は

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

「
中
国

の
旧
石
器
時
代

・
中
石
器
時
代
」

が
開
催
さ

れ
、

お
茶

の
水
女
子
大
学

の
関
野
雄
教
授
が
司
会
を

つ
と
め
た
。

こ
の
東
京

シ
ン
ポ
ジ

ウ

ム
で
は
、
①
中
国
最
古
の
石
器
文
化
と
そ

の
時

期
、
②
中
国
旧
石
器
時
代

に
お
け
る
下
部

・
中
部

・
上
部

の
分
期

、
③
中
国
上
部
旧
石
器
時
代
文
化

の
性
格
、
④

旧
石
器
時
代
と
細
石
器

文
化
、
等

に

つ
い
て
論
議
が
か
わ
さ
れ
た
。

こ
れ
に
た

い
し
て
京
都

で
は
、

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

「
中
国

の
新
石
器
時
代

・
初
期
青
銅
器
時

代
」
が
お

こ
な
わ
れ

た
。
京
都
大
学

の
樋

口
隆
康
教

授
が
司
会
を

つ
と
め
た
京
都

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

い
て
は
、
①
中
国
細
石
器
文
化
と

斐
拳
闘
文

化
、
②
仰
詔
文
化

の
分
期
と
年
代
、
③
中
国
青
銅
器
文
化

の
発
生
、
④
稲
作
農
耕

の
出
現
と
地
域
、
等
を
め
ぐ
る
討
論
が
す
す

あ
ら
れ
た
。

質

蘭
披
教
授

・
安
志
敏
教
授
と

日
本
側

の
研

究
者
と
が
直

接
ひ
ざ
を
ま
じ
え
た
東
京

と
京
都

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、

日
本

・
中
国
間

の

研
究
交
流
を

一
層
ふ
か
め
る
格
好

の
場

で
あ

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
中

国
石
器
時
代

の
研
究

が
、

い
ま
ど
ん
な
問
題
と
直
面
し
、

そ
れ
と

ど

の
よ
う
に
と
り
く
ん
で
い
る

の
か
を
、
は
だ

で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
、
石
器
研
究
に
関
連
す
る

い
く

つ
か

の
課
題

に

つ
い

2

て
は
、

そ
れ
を
よ
り
実
際
的
に
知
り
う
る
材
料

が
与
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国

の
旧
石
器
時
代
か
ら
中
石
器
時
代
と
新

石
23
時
代
に

ー

わ

た
る
、
石
器
等
遺
物

の
複
製

標
本
が
提
供

さ
れ

た
の
で
あ
る
。

複
製
標
本

は
、

い
ず
れ
も
中
国
石
器
時
代

の
編
年
に
引

用
さ
れ
る

こ
と

の
多

い
、

き
わ
め
て
重

要
な
資
料
ば

か

り

で

あ

っ
た
。
そ
し

て
、
明
治
大
学

に
寄
贈
さ
れ

た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
中
国
石
器
研
究
上

の
具
体
的
そ
し
て
個
別
的

な
問
題
に

つ
い
て
、
そ
れ

を
直
か
に
検
討
す
る
機
会
を
、
将
来
に
わ
た
り
も
ち

つ
づ
け

る
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
あ

る
。
そ
う
し
た
意
味

で
、

こ
の
複
製
標
本
は
日

本
と
中
国
と

の
あ

い
だ

の
石
器

研
究

の
交
流

に
と

っ
て
、
実
資
料
と

い
う
永

固
な
掛
け
橋

と
な
る
に
ち
が

い
な

い
。

二

複
製
標
本
か
ら
み
た
中
国
の
石
器
時
代

こ
の
た
び
中
国
科
学
院
古
脊
椎
動
物
興

言
人
類
研
究
所
と
中
国
社

会
科
学
院
考
古
研
究
所
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
複
製
標
本

に
は
、
石
器

の

ほ
か

に
骨
器
と
装
飾
品
さ
ら
に
人
類
化
石
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、

そ

の
数

は
全
部

で

一
五
〇
点
に

の
ぼ
る
。
複
製
標
本

の
う
ち

一
四
〇
点

が
石
器

で
、

そ
の
内
訳
は
、

西
侯
度
遺
跡
13
、

元
謀
遺
跡
3
、

許
家
窯
遺
跡
34
、

時
熔
遺
跡
30
、

小
南
海
遺
跡
20
、

虎

頭
梁
遺
跡
4
、
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沙

苑
遺
跡
10
、
海
拉
爾
松
山
遺

跡
16
、
そ
れ
に
申
孔

・
双
湖
遺
跡
10

で
あ
る
。
骨
器
と
装
飾
品
は
時
俗
遺

跡
出
土
例
で
各

一
点
。
ま

た
、

人
類
化
石
に
は
、
元
謀

人
2
、
評
家
窯
人
3

〈
5
>
、
蒔
熔
遺
跡
人
1

の
、

計

八
件
が
あ
る
。

そ
し

て
、

西
侯
度

・
元
謀

・
書
家
窯

・
峙

硲
各
遺
跡

の
石
器

・
骨
器

・
装
飾
品

・
人
類
化
石
あ
わ
せ
て
九
〇
点
が
中
国
科
学
院
古
脊
椎
動
物
與
古
人
類
研
究
所
か
ら

の
、
小
南
海

・

虎
頭
梁

.
沙

苑

・
海
紅

雨
松
山

・
申
抗

・
双
湖
各
遺

跡

の
石
器
あ
わ
せ
て
六
〇
点
が
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
か
ら

の
、

そ
れ
ぞ
れ

寄

贈
品

で
あ

る
。
以
下
に
、

こ
れ
ら
複
製
標
本

の
内
容

に

つ
い
て
、
そ

の
概
略
を
示

し
て
お

き

た

い

(付
表
参
照
)
。
な
お
、
寄
贈
品

の

点
数
は
資
料
名

の
傍
に

(

)
で
併

記
す

る
こ
と
と
す
る

。

さ

て
、

中
国

の
石
器
時
代
は
旧
石
器
時
代

・
中
石
器
時
代

・
新
石
器
時
代

の

三

つ
に
、

旧
石
器
時
代
は
初
期

・
中
期

・
晩
期

の
三
期

に
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
さ
れ
る
。

こ
れ
を
地
質
年
代
か
ら
い
う
と
、

旧
石
器
時
代
初
期

は
早
更

新
世
晩
期
と
中
更
新
世

に
、
旧
石
器
時
代
中

期

は
晩
更
新
世
早
期

に
、

旧
石
器
時
代
晩
期
は
晩
更
新

世
後
期

に
、

そ
し

て
、
中

石
器
時
代
と
新
石
器
時
代
と
が
全
新

世
に
あ

た
る
。
ま

た
、
人
類
進
化

の
四

つ
の
段
階
を
と
う
し

て
み
る
と
、

旧
石
器
時
代
初
期

は
第
三

の
段
階
す
な
わ
ち
原
人

(猿
人
)

の
段
階

に
、
旧
石
器

時
代
中
期

・
晩
期

が
第

四
の
段
階

す
な
わ
ち
旧
人

・
新
人

(
古
人

・
智
人
)
の
段
階

に
相
当
す
る
(@
。

人

類

化

石

、

元
謀
人
(⑬
)

一
九
六
五
年
、
雲
南
省

元
謀
県

に
お
い
て
、
原
人
の
段
階

で
は
最
も
古

い
人
類
化
石
が
み

つ
か

っ
た
。
化
石
は
虹
彩

の
み

で
、
左
右
の
上
顎
内
側
門
歯

が

一
本

つ

つ
で
あ

っ
た
。
元
謀
人

の
年
代

は
、
地

質
年
代

の
早
更
新
世
晩
期

に
属
し
、
古
地
磁
気
法
に
よ

っ

て
今
か
ら
約

一
七
〇
万
年
前
と
測
定

さ
れ
て
い
る
。

(
-

〈
3

>
)

許
家
窯
人
(⑭
)

山
西
省
陽
高
県
の
許
家
窯
遺
跡
か
ら
発
見
さ

れ

た
人
類
化
石
は
、
歯
牙
を
残
し
て
い
る
上
顎
骨
1
、
左
上
顎
第
2
日

↑

・
)

〈
1

)

歯
1
、
頭
頂
骨
6
、
後
頭
骨
1
あ
わ
せ
て
九
件
と
報
告

さ
れ

て
い
る

。
原
人
か
ら
旧
人

へ
の
過
渡
的
な
形
質
を
そ
な
え
て
い
る
と
さ
れ
る

許
家
窯
人
の
年
代
は
、
地
質
年
代

の
中
更
新
世
に
あ
た
る
。

T
)

峙
略
遺

跡
人
(③
)

山
西
省
朔
県

の
時
俗
遺

跡

か

ら

は
、
新
人
の
化
石

・
後

頭
骨

一
件

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
俗
遺
跡

の
年
代

は
、
地
質
年
代
の
晩
更
新

世
後
期

に
属
し
、
放
射
性
炭
素

に
よ

っ
て
今
か
ら

N
◎。
"
O
冷

汗
℃
ω
や
O
年
前
と
測
定

さ
れ

て
い
る
。

石
器

・
骨
器

・
装
飾
品

西
侯
度
遺
跡
」⑪
)

中
国
に̀
お
け
る
最
も
古

い
旧
石
器
時
代

の
遺
跡

で
あ
る
山
西
省
市
城
県

・
西
侯
度
遺
跡
か
ら

は
、
三
二
点

の
石
器

が
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(
3

)

(
2

)

(
2
)

(5

)

(
-

)

発

見
さ
れ
て
い
る
。
石
器

の
組
み
合
わ

せ
ば

「
石
核

・
石
片

・
刮
削
器

・
政
所
器

・
三
稜
大
尖
状
器
」

で
あ

っ
た
。
西
侯
度
遺
跡

の
年
代

は
、
地
質
年
代

の
早
更
新
世
晩
期

に
相
当
し

て
い
て
、
古
地
磁
気
法

に
よ
り
今
か
ら
約

一
八
〇
万
年
前
と
測
定
さ
れ
た
。

元
謀
遺
跡
(⑬
)

元
謀
人

の
歯
牙
化
石
が
包
含
さ
れ

て
い
た
と
同
じ

地

層

か

ら
、
数
点

の
石
器
が
み

つ
か

っ
て
い
る
。
石
器

に
は

「
石

(
3

)

核

・
石
片

・
刮
削
器

・
尖
状
器
」
等

が
あ
る
。

評
家
窯
遺

跡
(⑤
.
⑭
)
一
九
七
四
年
と

一
九
七
六
年

に
お

こ
な
わ
れ
た
調
査
が
報
告

さ
れ

て
い
る
。

一
九
七
四
年

の
調
査
報
告

に
は
、

石

(
22

)

(
8

)

(1

)

器

三
八
九
点
と
骨
器

が
示
さ
れ

て
い
る
。
石
器
.の
組

み
合
わ

せ

に

は
、
「
石
核

・
石
片

・
刮
削
器

・
尖
状
23

・
円
頭
刮
削
器
/
尖
状
器

・

(
2

)

(1

》

厳
刻
器

・
石
讃

・
球
形
石

・
小
型
歌
研
器
」
が
あ
る
。
な
お
、

人
類
化
石
は

一
九
七
六
年

の
調
査

に
お

い
て
、
石
器

一
万
数
千
点
と
と
も

に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
許
家
窯
遺
跡

の
年
代
に

つ
い
て
は
、

は
じ
め
今

か
ら
約
六
万
年
な

い
し
三
万
年
前
と
推
測
さ
れ

て
い

た
が
、
後

に
評
家
黒
人

の
発
見
に
よ

っ
て
今
か
ら
約

一
〇
万
年
前
と
訂
正
さ
れ

る
に
い
た

っ
た
。

(
-

)

(
-

)

峙
硲
遺
跡
(③
〉

峙
硲
遺

跡
か
ら
は
石
器

が

一
方

五
千
点
以
上
出
土
し

て
い

る

が
、
-整
理
の
す
ん
だ
八

一
八
点
が
骨
器

・
装
飾
品
と
と

(2

)

(
5

)

(
11

)

(8

)

(
2

)

(
1

)

も

に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
石
器
に
は

「
石
核

・
石
片

・
小
型
歌
姫
器

・
尖
状
器

・
刮
削
器

・
離
刻
器

・
扇
形
石
核
石
器

・
斧
形
小
石

刀

・

(
1

)

石
鎌
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

・
小
南
海
遺
跡
(②
)

河
南
省
安
陽
県
の
小
南
海
洞
穴
か
ら
発
掘

さ

れ
た

石
器
は
七
千
余
点
に
の
ぼ
り
、
他
に
装
飾
品
も
検
出
さ
れ
て
い

る
。
石
器
群
は

『
礫
石
石
器
』
四
〇

一
点
と
、
「
石
片
」
六
五
〇
〇
点
を
ふ
く
む

『石
片
石
器
』
六
六

=
二
点
と
に
分
け
て
報
告

さ

れ

て

(
4

)

(
6

)

(
4

)

(
6

)

い
る
。
『
礫
石
石
器
』
に
は

「
石
核
敲
輌
器
」
が
あ
り
、
『
石
片
石
器
』
に
は

「
石
片

・
尖
状
器

・
刮
削
器
」
が
あ
る
。
小
南
海
遺

跡
の
年

代

は
、
放
射
性
炭
素

に
よ

っ
て
、
今
か
ら

一
靭
O
謡

H
鵠
O
年
前
と
測
定
さ

れ
て
い
る
。

虎
頭
梁
遺
跡

(⑥
)

河
北
省
陽
原
県

の
虎
頭
梁
遺

跡
は
九
個
所

の
地
点
を
ふ
く
ん

で

い

る

が
、
出
土
し
た
石
器
と
装
飾
品
は
ま
と
め

て

報
告
さ
れ

て
い
る
。
「
石
片
」
約
四
万
点
と

「
石
葉
」
約

三
〇
〇
点

の
ほ
か
に
六

四
三
点

の
石
器

が

あ

る
。
そ
れ
ら

は

「
盤
状
石
核
或
亀

(
2

)

(
1

)

(
-

)

背
状
石
核

・
両
極
石
核

・
模

状
石
核

・
柱
状
石
核

・
歌
砥
器

・
尖
状
器

・
円
頭
刮
削
器

・
離
刻
器

・
辺
刃
刮
削
器
」

で
あ
る
。
虎
頭
梁
遺

跡

の
年
代
に

つ
い
て
は
知
り
え
な
い
が
、

よ
く
引
き
合

い
に
だ
さ
れ
る
山
西
省
沁
本
県

・
下
川
遺
跡

の
年
代
は
放
射
性
炭
素

に
よ

っ
て
測

定

さ
れ

て
い
る
。

そ
れ

に
よ
る
と
、
最
も
新

し
い
と

こ
ろ

で
今
か
ら

」
企
ぴ
O
什
⑩
O
O
年
前
そ
し
て
最
も
古
い
と
こ
ろ

で
今

か
ら

ω
古
田
O

廿
靭
9
0
年
前

と
さ
れ
、
今
か
ら
約

二
万
年
前
前
後

の
年
代
が
多
く
測
定

さ
れ

て
い
る
ら
し

い
。

126



沙
苑
遺

跡
㊦
)

陳
西
省
大
蕩

県

の
沙
苑
遺
跡

に
は
、

一
五
個
所
に
わ
た
る
遺
物

の
散
布
地

が
ふ
く
ま

れ

て

い

る
。
表
面
採
集

に
よ

っ

て
え
・り
れ
姦

物
群
は
、
石
器
と
装
飾
。嬰

あ
わ
せ
て
、
三

九
点
で
あ
る
。
あ

つ
ち
三

六
点
の
石
器
は

一
括
さ
れ
コ
三

細
石
器
』

四
三
六
点
と

『石
片
石
器
』
七
八
点
そ
し
て

『磨
製
石
器
』
二
点
と
に
分
け
て
報
告
さ
れ

て

い
る
。
『
細
石
器
』
に
は

「石
核

.
石
葉

.

小
石
片

.
尖
状
器

●
鎌

●
刮
襲

」
が
あ
鵬

肩

片
石
器
』
に
は

「
石
片

尖

鮭

・
刮
臨
置

が
あ
る
・
ま
た
、
磨

製
石
器
』
に
は

「
鎌
]
が
あ
る
が
混
入
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
沙
苑
文
化
は
、
中
石
器
時
代
の
代
表
的
な
文
化
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

海
拉
爾
松
山
遺
跡
(⑧
)

1
号
地
点
か
ら
16
号
地
点
ま
で
の

一
六
個
所
の
遺
物
散
布
地

を

ふ
く
む
海
紅
雨
松
山
遺
跡
は
、
内
蒙
古
自
治

区
の
北
部
に
あ
る
。
採
集
さ
れ
た
遺
物
群
は
、
石
器
と
土
器
片
を
あ
わ
せ
て
、
七
七
七
点
で
あ
る
。
石
器
六
七
五
点
は
16
号
地
点
を
の
ぞ
く

・三

個
所
か
ら
の
、
土
器
生

〇
二
点
は
U

.
妬

.
田
口冤

点
の
三
個
所
か
ら
の
、
そ
れ
ぞ
れ
採
集
。叩
で
あ
る
。
石
器
は
ま
と
認

れ
、

『禦

器
』
」
六

識
噌

2

片
石
器
』
コ
ー八
四
点
そ
し
て

石

膓

繕

六
点
に
霧

さ
れ
て
い
る
.
羅

石
器
』
に
は

「碧

核

.
細

石
葉

ざ
細
石
核
石
片
」
が
あ
り
、
『
石
片
石
器
』

に
は

「
石
片

・
刮
削
器

・
離

刻
器

・
矛

・
鐡

」

が

あ

る
。

ま

た
、

『
石
核
石
器
』

に
は

「
欣
-便
器

・
斧
形
器

θ
船
底
形
器
」
が
あ
る
。

こ

の

海
拉

爾
松
山
遺
跡

の
石
器
群

は
土
器
を
伴
わ
な

い
と
さ
れ
、
そ
の
年
代
は
、
中
石
器

時
代

の

「
細
石
器
文
化
」
に
属
し
、
今
か
ら
約
八
、
九
千
年
前
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

申
札

・
双
湖
遺
跡

(⑫
)
一
チ
ベ

ッ
ト
自
治

区

に

あ

っ
て
、

二
三
地
点
に
わ
た
る
双
湖
遺
跡

と
四
地
点

か
ら
な
る
申
孔
遺
跡

で
採
集
さ
れ

た

の
は
、
共
伴
が
み
と
め
ら
れ
な

い
土
器
片
等
を
の

ぞ

い

た
、

一
五
六
点

の
石
器

で
あ

る
。
石
器
は

一
括
さ
れ

て
、
『
細
石
器
』

一
四

一

点
と

『
石
片
石
器
』

三

点
と
に
区
分
さ
れ
て
い
る

爾

石
器
』
に
は

「
細
麓

・
細
石
核
石
片

古

葉

宕

片
」
が
あ
亘

宕

碁

器
』
に
は

「

(3
)

刮
削
器
」
が
あ
る
・
申
孔

●
双
湖
遺
跡
の
年
代
に
つ
い
て
ぱ

『石
碁

器
』
が
男

雛
時
代
に
属
し
、
羅

石
29
』
が
中
石

器
時
代

あ
る
い
は
新
石
器
時
代
に
属
す

る
も

の
、

と
そ
れ
ぞ
れ
考

え
ら
れ

て
い
る
。

以
上
が
、

こ
の
た
び
の
寄
贈
品

の
概
略
で
あ

る
。
な
お
、
明
治
大
学

に
は
、

さ
き
に
中
国
科
学
院
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
局

口
店
第
1
地

煎
).
周
居

箆

鷺

●
周
。
店
箆

鷺

亡

梧
各
課

の
・
石
器
の
複
製
葉

が
あ
る
.

さ
て
、
中
国

の
石
器
時
代

に
あ

っ
て
、
西
侯
度
、
元
謀
、
評
家
窯
、
時
俗
、
小
南
海
、
虎

頭
梁
、
沙
苑
、
海
拉

爾
松
山
、
申
札

.
双
湖

そ
れ
に
周

口
店
第
1
地
点

、
周

口
店
第
15
地
点
、
丁
村
な
ど
の
各
遺
跡
は
、
ど

の
よ
う
な
時
代
的
な
背
景

と
文
化
的
な

つ
な
が
り
と
を
も

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

.
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中
国
大
陸
か
ら
は
、

旧
石
器
時
代
の
人
類
と
文
化

の
発
展
過
程
を
示
す
重

要
な
遺
跡

い
わ
ば
示
準
的

な
遺
跡
が
、

こ
れ
ま

で
に
約
九
〇

個
所
発
見
さ
れ

て
い
る
。

そ
し

て
、
元
謀
人

に
は
じ
ま

る
華
南

の
旧
石
器
時
代

の
文
化
と
、
西
侯
度
遺
跡

に
は
じ
ま
る
華

北

の
旧
石
器
時

代

の
文
化
と

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

っ
た
性
格
を
そ
な
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

買
蘭
披
教
授

は
、
そ

の
華
北

の
旧
石
器
時
代
文
化

の
発
展

に
、
少
く
と
も

二
つ
の
系
統
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
(③
)。

そ
れ
は
、
「
匿
河

一
丁
村
系
」

(「
大
石
片
敬
便
器
ー
三
稜
大
尖
状
器
伝
統
」
)
と

「
周

ロ
店
第
1
地
点

(
北
京

人
遣

趾
)
ー
時
俗
系
」
略
し

て

「
第
1
地
点
-

峙
硲
系
」

(「
船
頭
状
削
刮
器
一
難
刻
器
伝
統
」
)
と
呼
ば
れ

て

い

る
。
前
者

の
系
統

に
は
藍
田

・
庵
河

・
丁
村

・
鵡
毛

口
な
ど
の
遺
跡
と

文
化

が
あ
り
、
後
者

の
系
統

に
は
周

口
店
第
1
地
点

・
周
口
店
第
15
地
点

・
許
家
窯

・
時
俗

・
小
南
海
な
ど

の
遺
跡
と
文

化
が
ふ
く
ま
れ

る
。
西
侯
度
遺
跡

の
文
化

に
は
、
両
系
統
が
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

が
で
き
る
、
最
も
古

い
位
置
が
与
え
ら
れ

て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

と

こ
ろ

で
、
「
第
1
地
点
ー

峙
裕
系
」

の
基
本
的
な
特
徴
は
べ
各
石
器
群
に
細
小

の
石
器
が
大
量

に
存
在
す

る
点

に
あ
る
と

さ

れ

る
。

そ
れ

ら
に
は
、

不
規

則
な
小
さ
い
剥
片
か
ら
製
作
さ
れ
た
、
広

い
意
味

で
の
、
「
細
石
器
」

で
あ

る
と

い
う
、
積
極
的
な
意
義

づ

け

が

お

乙
な
わ
れ

て
い
る
。
そ
し

て
、

「
細
石
器
」
技
術

の
萌
芽
と
、
初
項
的

な
形
態
を
も

つ

「
細
石
器
文
化
」
的
な
石

器
の
組
み
合

わ
せ
と
が
、

こ
の
系
統

の
な
か
に
も
と
め
ら
れ
る
と
い
う
。
す

な

わ

ち
、
「
第
1
地
点
ー

峙
硲
系
」
は
、
中
石
器
時
代
と
新
石
器
時
代

の

「
細
石
器
文

化
」

へ
と
発
展
す
る
も

の
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

そ
う
し
た
系
列

に
属
し

て
い
る
古

い
遺
跡

が
華
北

に
集
中
し

て
い
る

こ
と

か
ら
、
中
国

の

「
細
石
器
」
は
華
北

に
は
じ
ま
る

と
し

て
、
頁
蘭
披
教
授

の
考
え
は
、

な
お
す
す
め
ら
れ

て

い
く
。

つ
ま
り
、

「
第
1
地
点
-
峙
硲
系

」
に
起
源
し
中
国
か
ら
東

ア
ジ

ア

・

北

ア
メ
リ
カ
に
ひ
ろ
が
る

「
華
北
細
石
器
系
統
」
と
、
地
中
海

の
周
辺
に
起
源
す
る

「
地
中
海
細
石
器
系
統
」
と

い
う
二
大
系
統

の
も
と

で
世
界

の

「
細
石
器
」
を
理
解
し

て
い
く
の
で
あ

る
(⑩
)。

安

志
敏
教

授
も
、
「
幾
何
形
細
石
器
」
と

「
細
石
葉
細
石
器
」
と

い
う

「
細
石
器
」

の
世
界
的
な
二

つ
の
系

統

う

ち
、
後
者

の
華
北
起

源

説
を
論
証
し
て
い
る
(@
。

ま

ず
、

こ

の

「
細
石
器
」
が
、
中
国
を

こ
え

て
広

い
範
囲

に
分
布
し
、
旧
石
器
時
代
晩
期

か
ら
中
石
器
時

代
と
新
石
器
時
代
さ
ら

に
歴
史
時
代

に
わ
た
る
様

々
な
継

続
期

間
を
も
ち
、
ま
た
い
く

つ
か

の
文
化
系
統
に
属
し

て
い
る

こ
と
は
、
今

や

明
白

で
あ
る
と
す
る
。

し
た
が

っ
て
、

こ
の

「
細
石
器
」
を
包
括

し
て

「
細
石
器
文
化
」
と
呼

ぶ
こ
と
は
不
適

当
で
あ

っ
て
、

そ
の
場
合

は

「
細
石
器
文
化
」
に
か
え
て
、
「
細
石
器
工
芸

伝
統
」

(略
称

「
細
石
器
伝
統
」
)
と

い
う
用
語

の
使

用
を
提
案

し
て
い
る
。
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華
北

の
旧
石
器

時
代
晩
期

か
ら
中
石
器
時
代
に
形
成
さ
れ
た

「
細
石
器
伝
統
」
は
、
最
初
、
黄
河
流
域

に
広
ま
り
な
が
ら
、
異

っ
た
支

系

に
わ
か
れ

て
発
展
し

た
と
考

え
ら
れ

て
い
る
。

そ
の

一
つ
の
支
系
は
、

い
わ
ゆ
る

「
細
石
器
文
化
」

で
漁
携

.
牧
畜
を
主
と
し
、
中
国

の
東
北

・
内
蒙

古

・
新
語

一
帯

さ
ら

に
と
お
く
ア
ジ

ア
北
西
部

・
ア
メ
リ
カ
西
北
部

に
ま

で
分
布
す
る
。
ま

た

一
つ
の
支
系
は
、
農
耕
を

主
と
す
る
新
石
器
文
化

で
、
黄

河
流
域

に
継
続
し
て
発
展
す
る
。

い
ま

一
つ
の
支
系
は
、
生
業

や
文
化
様

相
に
多
様
性

を
も

つ
が
同

一
の

「
細
石
器
伝
統
」

に
は
じ
ま
る
と

み
ら
れ
る

も

の

で
、
中
国

の
西
南

か
ら
華
南

一
帯

に
か
け

て
分
布
す
る
と
さ
れ

る
。

す
な
わ
ち
、
華
北

の
旧
石
器
時
代

が
発
展
し
て

い
く
過
程
に
、
初
期
か
ら

の
石
器
が
小
形
化
す
る
傾
向

が
あ

っ
て
、
晩
期

に
は
時
俗

.

小
南
海
遺
跡

な
ど

「
細
石
器
」

の
雛
型
が
う
ま
れ
、
晩
期
末
葉

に
い
た

っ
て
下
川

・
虎
頭
梁
遺
跡
な
ど
典
型
的
な

「
細
石
器
」
が
あ
ら
わ

れ
る
と

い
う
、
「
細
石
29
」
出
現

の
経
緯
が
あ
と
づ
け
ら
れ

て
い
る
の

で

あ

る
。
ま
た
、
沙
苑
遺
跡
は
、
黄
河

の
流
域

に
あ

っ
て
、
土
器

を
伴
な
わ
な
い
典
型
的
な

「
細
石
器
」
を
も

つ
も

の
で
、
農
耕
発
生
以
前

の
中
石
器
時
代
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

な
お
、
安

志
敏
教
授
は
か

つ
て

「
玄
石
器
」

と
呼
ば
れ
た

「
細
石
器
」
に

つ
い
て
、
厳
格
に

い

え

ば

「
細
石
核

」
.
「
細
石
葉
」
そ
し

て

「
細
石
葉
」
が
加

工
さ
れ
た
石
器

に
限
定

さ
れ

る
が
、
習
慣
上
、
そ
れ
に
共
伴
す
る

「
刮
削
器

・
尖
状
22

.
離
刻
器

.
讃

.
鑛
」
等

の

小
形

の
石
器
も
ま
た

「
細
石
器
」
と
総
称
さ
れ

て
い
る
こ
と
に

ふ
れ

て
い
る
。
次
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三

複
製
標
本
の
観
察
と
そ
の
日
本
と

の
関
係

詩
家
窯

・
時
俗

・
小
南
海

の
各
遺
跡

は

「
細
石
器
」
的

な
石
器

の
組

み
合

わ
せ
を
も

つ
遺
跡

と
さ
れ
、
虎
頭
梁

.沙
苑

.海
拉

溺
松
山

.

申
孔

・
双
湖

の
各
遺
跡
は
細
石
核
を
も

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
O

い
ま
複
製
標
本

を
と
う
し
て
、
許
家
窯

.
時
俗

.
小
南
海
遺
跡

の
石
器

の

組

み
合
わ
せ
と
、
虎
頭
梁

・
沙
苑

・
海
拉

爾
松
山

・
申
札

・
双
湖
遺
跡

の
細
石
核
と
を
、
実
際

に
観
察
し
て
み
た

い
と
思
う

(第
1
図

.

第
2
図

・
注
)
口

許
家
窯
遺
跡

に
お

い
て
す
ぐ
気
が

つ
く

こ
と
は
相
対
的

に
厚
手

の
石
器
と
比
較
的
薄
手

の
石
器
と
が
、
相
応
し
て
存
在
す
る

こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う

か
。
厚
手

の
石
器

に
は
・
き
わ
め

て
鈍

い
剥
離
角
を
も

っ
た
、

大
き
な
打
面
が
残
さ
れ

て
い
る
例
が
あ

る
。

こ
れ
に
た
い
し

て
比
較
的
薄
手

の
石
器

に
は
、
よ
り
直
角

に
ち
か
い
剥
離
角
を
も

ち
、
よ
り
小

さ
い
打
面
が
み
ら
れ
る
場
合
が
多

い
。
剥
片
剥
離
技
術
上

の
特
徴
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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相
対
的

に
厚
手

の
石
器
は
、
あ
る
い
は
小

磯
を
応
分

に
打
ち
割

っ
た
か

の
よ
う
な
素
材

の
存
在

さ
え
も
予
測
さ
れ
、
粗
ら
く
大
き
な
剥

離
面
が
基
本
と
な

っ
た
調
整
加

工
を
う
け

て
い
る
。

そ
の
う
え
に
、
細
か

い
調
整
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
鋸
歯
剥
離

に
ち
か

い
状
態

で
あ

る
。

一
方
、

比
較
的
薄
手

の
石
器

に
施
さ
れ
て
い
る
調
整
加

工
は
、
よ
り

一
定
し
均

一
の
状
態

の
剥
離
面

に
よ

っ
て
い
る
。
相
対
的

に
厚

手

の
石
器
は

「
刮
削
器
」
と

「
尖
状
器
」

に
日
立
ち
、

比
較
的
薄
手

の
石
器

は

「
刮
削
器
」
と

「
尖
状
器
」

の

一
部

そ
し

て

「
離
刻
器
」

と

「
石
鑛
」

に
代
表

例
が
あ
る
。
.

こ
う
し
た
許
家
窯
遺
跡

の
石
器
に
あ

っ
て
、
「
実
状
器
」

の
形
態
を
と
り
あ
げ

て

み

た

い
。
相
対
的

に
厚
手

の
も

の
と
比
較
的
薄
手

の

も

の
の
二
者

が
あ
る

こ
と
は
す

で
に
み
た
と
お
り

で
あ
る
が
、
前
者

の
方
が
多

い
。
ま

た
調
整
加
工
に
は
、
よ
り
全
体

の
形
状
を
と
と

の

え

て
い
る
乏
み
ら
れ

る
在
り
方

と
、
む
し
ろ
尖

頭
部

の
作
り
出
し
に
力
点
が
お
か
れ

て
い
る
よ
う
な
在
り
方

の
、
や
は
り
二
者
が
あ
る
。

と
も

に
、
幅

に
倍
す

る
長
さ
を
も

っ
た
細
身
の
石
器
は
少

な
く
、

そ
の
形
状

は
幅
広
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ぎ

に
、
時
俗
遺
跡
と
小
南
海
遺
跡
を
み
て
み
よ
う
。
両
遺
跡

の
石
器

か
ら
は
、
評
家
窯
遺
跡
σ

石
器
と
は
ち
が

っ
て
、

全
体
的

に
同

じ
よ
う
な
厚
さ
を
も

っ
て
い
る
と
・い
う
印
象
を
う

け
る
。

か
な
り

の
石
器

の
表
面
に
は
、
裏
面
と

一
定

の
関
係
を
も
ち
な
が
ら
連
続
す
る

よ
う
な
、
剥
片

の
剥
離
面
が
観
察
さ
れ
る
。

そ
れ
を
、
横
長
剥
片
や
縦
長
剥
片
と

い

っ
た
観
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
可

能

で
は
な
い
。
と
く
に
小
南
海
遺
跡
に
お

い
て
、
よ
り
明
瞭

で
あ
る
。

両

遺
跡

の
調
整
加
工

の
状
態
は
、
「
刮
削
器
」

や

「
尖
状
器
」
等
を
と
う
し
て
、
大

き
な
異
な
り
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
「
尖
状
器
」
を

み
て
み
る
と
、
基
本
的

に
は
、
評
家
窯
遺
跡

の
形
態
を
う
け

つ
い
で
い
る
。
そ
の
反
面
、

調
整
加
工

の
在

り
方
は
、

よ
り
全
体

の
形
状
を

と
と

の
え
で
い
る
例
が
特
徴

で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
周
辺
加
工

の
石
器
に
ち
か
い
。
ま
た
、

そ
の
形
状
は
、
幅
に
倍
す
る
長
さ
を
も

っ
た
、

細
身
の
石
器
が
目
に

つ
く
。
そ
し

て
、

こ
の

「
尖
状
器
」
に
は
、
あ
た
か
も

ナ
イ

フ
形
石
器
を
お
も
わ

せ
る
よ
う
な
石
器
が
存
在
し

て
も

い
る
の
で
あ
る

(第
1
図
13
～
15

・
21
)
。

以
上
、
許
家
窯

・
時
俗

・
小

南
海

の
三
遺

跡
は
、
「
刮
削
器
」

つ
ま
り
掻
器

・
削
器
と

「
尖
状
器
」

い
わ

ば

尖
頭
形
石
器
を
中
心
と
す

る
石
25

の
組

み
合
わ

せ
を
も

つ
こ
と

で
、

互
い
に

つ
な
が
り
を
も

っ
て
い
る
。
わ

け
て
も
、
崎
熔
遺
跡
と
小
南
海
遺
跡
と

の
あ
い
だ

の
つ

よ

い
結
び

つ
き
は
、
複
製
標
本

か
ら
も
直

か
に
観
察
す
る
こ
と
が

で
き

た
。

こ
の
密
接
な
関
係

は
、
両
遺
跡

の
石
核

に

つ
い
て
も

い
え
る

(第
2
図
1

・
2
)
。
す
な
わ
ち
、
両
遺
跡

の
石
核

に
は
、
安

志
敏
教
授
に
よ

っ
て
、
と
も
に
、
細
石
核
に
お
け
る

「
船
底
形
石
核
」

の
前
身
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が
み
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
(@

ぴ

そ
こ
で
、
目
を
細
石
核

へ
と
転

じ
て
い
こ
う
。
虎
頭
梁

・
沙
苑

・
海
拉

爾
松
山

・
申
乱

・
双
湖

の
各
遺
跡

に
お
け
る
細
刃
器

の
製
作
技

術

に

つ
い
て
、

い
ま
数
点

の
細
石
核
を
観
察
し
て
、

そ
の
特
徴
を
と
ら
え
る
こ
と
は
む

ず
か
し

い
。

と
は
い
え
、
悔
泣
爾
松
山
遺
跡
と
申

孔

・
双
湖
遺
跡

の
細
石
核

に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
異
な
る
技
法
的
な
内
容
を
知
る

こ
と
も

で
き
る
。

海
拉

爾
松
山
遺
跡

の
細
石
核
か
ら
は
、
典
型
的
な
石
核

用
両
面
調
整
素
材

の
存
在

が
う
か

が

え

る

(第
2
図
7
～
9
)
。

そ
の
石
核
用

の
両
面
調
整
素
材
を
断
ち
割

る
よ
う

に
し
て
、
石
核
原
形

が
と
と

の
え
ら
れ

て
い
る
。
断
ち
割
り
は
、
細
刃
器

の
剥
離
作
業

が
開
始
さ
れ

る
方

向
か
ら
お

こ
な
わ
れ
て
い
て
、
平
担
な
打
面
を
作
り
出
し

て
い
る
。

そ
し
て
、

こ
の
打

面
か
ら

の
形
状
調
整
が

み

ら

れ

る
。

し

か

し
、

打
面
自
体

へ
の
調
整

は
み
と
め
ら
れ
な

い
。

つ
ま
り
ま

っ
た
く

の
平
担

打
面

で
あ
る
が
、
擦
痕
や
磨
滅
等

の
痕
跡
は
と
ど
め
な
い
。

ま
た
、
細

刃
器

の
剥
離
作
業
は
、
打

面
上
、
背
中
合
わ
せ

の
方
向

に
転
移
し
て
お
り
、

こ
れ
が
残
骸

に
形
状
差
を
与

え

て
い
る
。
と
こ
ろ

で
・

こ
れ
ら
悔
泣
爾
松
山
遺
跡

の
細
石
核

の
、

そ
の
打
面
が
、
は
た
し

て

一
気
に
作
り
出
さ
れ
た
も

の
な

の
か
、
あ
る
い
は
数
回
の
削
片

剥
離

に
よ
る
も

の
な

の
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
同
様

に
、
打
面
再
生

の
有
無

に

つ
い
て
も
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
、

こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
き
、
「
矛
」
残
片

・
「
船
底
形
器
」
と
報
告
さ
れ

て
い
る
石
器
と

の
関
連

に
注
目
し

て
お
き
た
い
(⑧
)。

、

一
方
、
申
札

・
双
湖
遺
跡

の
細
石
核

に
お

い
て
は
、
そ

の
原
素
材

に
板
状

に
ち
か

い
剥
片
を
用

い
て
い
る

こ
と

が

わ

か

る

(第
2
図

12

・
13
)
。
そ
の
原
素
材

に
た

い

し

て
、
剥
片

の
表
裏
か
ら
お
ぎ
な

い
合
う
か
た
ち

の
周
辺
調
整
を
施
し
な
が
ら
、
石
核
用
素
材
な

い
し

石
核
原
形
が
と
と

の
え
ら
れ

て
い
る
よ
う

で
あ

る
。
打
面
は
、
最
初
、
原
素
材

の
裏
面
か
ら
連
続
し
た
横
打
剥
離
に
よ

っ
て
作

り
出
さ
れ

て
お
り
、

正
面
か
ら
み
て
傾
斜
す
る
。
細
刃
器

の
剥
離
作
業
面
は
、
石
核

の
裏
面
側
に
ま
わ
り

こ
ん
で
い
る
。

た
だ
し
、

こ
の
打
面
に
、

細
刃
器

の
剥
離
作
業
を
開
始
す
る
方
向
か
ら
、
さ
ら

に
何
ら
か
の
加
工
等
が
あ

っ
た

の
か
ど
う
か
、
不
鮮
明
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
嬢
核

の
打
面
を
観
察
す

る
と
、
互

い
に
逆
方
向
か
ら
の
、
新

旧
二

つ
の
横
打
剥
離

の
形
跡
を
よ
み
と
れ

そ
う
な
例

が
あ
る
。
打
面

の
再
生
だ
ろ

う
か
。
収
り

に
そ
う
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ

の
と
き
、
細

刃
器

の
剥
離
作
業
面
も
石
核

の
逆

の
側
面

に
ま
わ
り

こ
み
を
か
え
た
か
も
し
れ

な
い
。
興
味

ぶ
か

い
。

こ
の
よ
う

に
、
海
拉
爾
松
山
遺
跡
と
申
札

・
双
湖
遺
跡
と
か
ら
観
察

さ
れ
る
二

つ
の
細

刃
器

の
製
作
技
法
は
、
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ

の

遺
跡
に
お
い
て
・
そ
の
細
石
核
の
全
体
に
お
よ
ぶ
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
両
遺
跡
に
は
、
ま
た
別
の
細
刃
翼

作
技
法
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の
存
在

が
予
測
さ
れ
る
わ
け

で
も
あ

る
。
実
際
、
虎
頭
梁
遺
跡
か
ら
は
、
「
河
套
技
術
」
と

「
虎
頭
梁
技
術
」

と

い
う
、

異

っ
た

二

つ
の

細

刃
23
製
作
技
法
が
抽
出
さ
れ

て
い
る
(⑥
)。

こ
う
し
た
技
法
相
互

の
共
存
関
係
は
、
沙
苑
遺
跡
に

つ
い
て
も

い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

虎
頭
梁

・
沙
苑

・
海
拉

爾
松
山

・
申
孔

・
双
湖
各
遺
跡

に
お
け
る
細
刃
器
製
作
技
術
が
、

い
く

つ
か

の
技
法

の
共
存

な
の
か
、
わ
れ
わ
れ

の
知
ら
な
い
技
法
全
体

の
そ
の
部
分

で
あ
る
の
か
は
、
十
分
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。

さ

て
、
許
家
窯

・
峙
硲

・
小
南
海
遺

跡

に

み

ら

れ

る
特

徴
的

な
石
器

の
組

み
合
わ
せ
、
そ
し

て
虎

頭
梁

・
沙
苑

・
海
拉
爾
松
山

・
巾

孔

・
双
湖
遺
跡

の
細
石
核

が
も

つ
細

刃
器
製
作

の
技
術
的
な
性
格

は
、

日
本
と
ど
の
よ
う
な
関
係

に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
複
製
標
本

の
観

察
結
果

と
日
本

の
石
器
文
化
と
を
比
較
検
討
し

て
、
お
わ
り
に
し
た
い
と
思
う
。

日
本

の
先
土
器
時
代
は
、
石
器
時
代
の
区
分

に
し
た
が
え
ば
、

下
部
旧
石
器
時
代
と
中
石
器
時
代

と

に

相

当

す

る
。
先
土
器
時
代

に

は
、
時

間
の
推
移
と
と
も

に
交
替

す
る
よ
う
な
、
指
準
的
な
石
器
が
存
在
し

て
い
る
。
ナ
イ

フ
形
石
器

・
槍
先
形
尖
頭
器

・
細

刃
23
細
石

器

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
先
土
器
時
代
を
、

そ
う
し
た
石
器
を
も

っ
て
区
分
し
、

古
い
方

か
ら
順

に
ナ
イ

フ
形
石
器
文
化

・
尖
頭
器
文
化

・

細
石
器
文
化
と
呼

ぶ
こ
と
も
多

い
。
か

つ
て
日
本
列
島
が
大
陸
と
結
ば
れ

て
い
た
と
き
、

北
や
南

に
は
陸

つ
づ
き

の
門
戸

が
あ

っ
た
。

そ

こ
で
先
土
器
時
代
と
中
国

の
石
器
時
代
と
を
比
較
す
る
ま
え
に
、

ナ
イ

フ
形
石
器

・
尖
頭
器

・
細
石
器

の
分
布
を
み

て
お
き

た
い
。
ナ
イ

フ
形
石
器

は
北
海
道
地
方

に
の
み
未

発
見

で
あ
り
、
尖
頭
器
と
細
石
器
は

日
本

全
域
か
ら
発
見
さ
れ

て
い
る
。
ナ
イ

フ
形
石
器
文
化

は
、

九
州
地
方
と
本
州
地
方

の
東
北
部

・
中
央
部

・
西
南
部
と

い
う
よ
う
に
、
は

っ
き
り
と
し
た
地
域
性
を
も

っ
て
い
る
。
そ
の
本
州
地
方

の

中
央
部
と

ほ
ぼ
か
さ
な
る
よ
う
な
ひ
ろ
が
り
は
、

つ
づ
く
尖
頭
器
文
化

の
主
要
な
地
域

で
も
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
北
海

道
地
方
と
九
州
地

方

と
は
、

11
本
に
お
け

る
細
石
器
文
化

の
核
地
域

と
も

い
え
る
。
ナ
イ

フ
形
石

器
文
化
が
形
成
し
て
い
た
地
域
性
は
、
北
海
道
地
方
と
九

州
地
方

に
お
い
て
は

い
ち
は
や
く
、

そ
し
て
や
が
て
細
石
器
文
化

の
ひ
ろ
が
り
と
と
も
に

日
本
列
島
を
東
西

に
分
か

つ
よ
う
な
か
た
ち
に

組

み
か
え
ら
れ

て
い
く
。

中
国
旧
石
器
時
代
中
期

の
許
家
窯
遺
跡
と
晩
期

の
時
俗

・
小
南
海
遺
跡

と
に
は
、

同

一
伝
統
下
に
共
通
す
る
特
徴
的
な
石
器

の
組
み
合

わ

せ
が
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、

そ
れ
は
さ
き

の
観
察
か
ら
も
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
伝
統
的

な
石
器

の
組

み
合
わ
せ
を
、

ナ
イ

フ
形
石
器

の
文
化

に
み
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
許
家
窯
遺
跡

の
年
代

は
今
か
ら
約

一
〇
万
年
前

と
推
定
さ
れ
、
時
俗
遺
跡

は
約

二

万
九
千
年
前
、
小
南
海
遺
跡
は
約

一
万

三
千
年
前
と

い
う
測
定
値

が
え
ら
れ

て
い
る
。
す

な
わ
ち
、

こ
の
伝
統
的
な
石
器

の
組

み
合
わ
せ
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が
、

ナ
イ

フ
形
石
器
文
化
と
併
行
し

た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
。

ナ
イ

フ
形
石

器
文
化

に
は
、
本
州
地
方

の
中
央
部

に
お

い
て
、

五

つ
の
時
期

が
み
と

め
ら
れ
る
(⑳
)。
そ

れ

ぞ

れ

を
よ
く
知
ら
れ

て
い

る
追
跡
を
も

っ
て
示
す
と
、
古

い
方

か
ら
順

に
、
岩
宿
1

・
茂
呂

・
岩
宿

丑

・
砂

川

・
月
見
野

の
時
期

と
な
る
(⑯
.⑰
.
⑲
.⑳
)。
月
見
野

の

時
期

に
は
、
尖
頭
器
が
共
律
す
る
。
そ
し
て
、
岩
宿

∬
の
時
期
は
、

他
の
時
期

に
く
ら

べ
て
、
か
な
り
豊
富
な
石
器

の
組
み
合

わ
せ
を
特

徴
的
に
も

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ナ
イ

フ
形
石
器
に
尖

頭
形
石
器

・
掻
器

・
削
器

・
礫
器
等
が
伴
な
う
。

ナ
イ

フ
形
石
器
に
は
、
横
長

の
剥
片
を
多
用
し

て
そ
れ
を
切
断
す
る
よ
う

な
加
工

の
切
出
形
石
器
と
、
縦
長

の
剥
片
を

用
い
て
打
面

周
辺
部
に
調
整
を
加
え
た
基
部
加

工

の
石

器
と
が
あ

る
。
尖
頭
形
石
器

に
は
、
比
較
的
薄
手

で
周
辺
加
工
に
ち
か
い
石
器
、
三
稜
形

の
断
面
を
も
ち
相
対
的
に
厚
手

の
石
器
、

尖
頭
部
に
加
工
を
集
中

し
た
石
器
等
が
あ
る
。
掻
器
は
短
か
く
、
部
厚

い
。
そ
し

て
、
石

器
の
調
整
加
工

の
状
態

に
は
、
通
常

の
剥
離

の

ほ
か

に
、
鋸
歯
剥
離
が
目
立

つ
。

そ
の
鋸
歯
剥
離

に
よ

っ
た
石
核
状

の
石
器
も

み
亡
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

い
ま

の
と

こ
ろ
ナ
イ

フ
形
石
器
文
化

の
な
か

で
、
許
家
窯

・
峙
幅

・
小
南
海
遺
跡

の
石
器

の
組

み
合
わ
せ
と
比
較
し
う

る
の
は
、
岩
宿

皿
期

の
石
器
群

と

い
え
そ
う

で
あ
る
。
実
際
、
互

い
に
共
通
あ
る

い
は
類
似
す
る
石
器

の
個

々
を
、
指
摘

し
合
う

こ
と
も

不
可
能

で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
許
家
窯

・
峙
硲

・
小
南
海
遺
跡

の
も

つ
伝
統
的
な
石
器

の
組

み
合
わ

せ
に
は
、
安
定
し
た
形
態
と

し
て
の
ナ
イ

フ
形
石
器
は
存
在

し
な
い
。
ま
た
、
岩
宿

丑
期

の
石
器
群

に
み
る
石
器

の
組
み
合
わ

せ
ば
、
全
時
期

に
わ
た
る
在
り
方

で
は

な
く

こ
の
時
期

の
特
徴

で
あ
る
。
直
接
的
に
は
大
き
な

へ
だ
た
り
が
あ

る
。
た
だ
し
、
岩
宿
夏
期

の
石
器
群

が
、

こ
の
時
期

に
か
ぎ
ら
れ

る
よ
う
な
石
器
の
組

み
合
わ
せ
を
も

っ
て
い
る

こ
と
は
、
別

の
意
味

で
注
意
さ
れ

て
も

よ
い
か
も
し
れ
な

い
。

そ
れ
は
ま
ず
、

ナ
イ

フ
形

石
器
文
化
が
地
域
性
を
も

つ
な
か
で
、
そ

の
ど

の
地
域
に
も

こ
の
岩
宿
皿
期

の
石
器
群
が
存
在
す

る
と

い
う
分
布

の

一
様
性

で
あ
る
。
そ

し

て
、

そ
れ
は
、
九
州
地
方

に
お
い
て
、
最
も
古

い
細
石

器
文
化
と
共
伴
す

る

と

い

う
時

間
的

・
空
間
的
な
位
置

で
あ
る
(⇔
)。
周
辺

の

文
化

と
接
触
し
た
時
期
と
地
域
、

そ
し
て
そ
の
衝
撃

の
間
接

的
な
波
及
を
暗
示
す
る
現
象
と
み
る
こ
と
が
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。

さ

て
、

そ
の
細
石
器
文
化

に

つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
と

こ
ろ
で
、

日
本
に
お
い
て
、
細
石
核

の
分
類
と
そ

の
呼
称
は
、

必
ず
し
も

統

一
的

に
お
こ
な
わ
れ
、
体
系
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
と
は

い
え
な

い
。
中
国

に
お

い
て
は
ど
う
か
。

い
く

つ
か

の
分
類

の
基
準
と
、

そ

れ

に
も
と
つ
く
用
語
が
あ

る
よ
う

で

あ

る
。
質
蘭
披
教
授

は
、
細
石
核

に
相
当
す
る
石
器
を
、
「
喫
形
石
核

.
扇
形
石
核

(船
形
石
核
)
」

と

「
稜
柱
状
石
核

・
錐
形
石
核

(
鉛
筆
頭
形
石
核
)
」
と

い
う
か
た
ち

で
ま
と
め
て
い
る
(⑳
)。
ま
た
安
志
敏
教
授
は
、

頁
教
授

の
二
者

に
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対

応
す
る
と
思
わ
れ
る
、
コ
届
体
石
核
」
と

「
円
体
石
核
」
と

に
分

け

て

い

る
(⑧
)。
「
扁
体
石
核
」
に
は

「
船
底
形
石
核
」
・
コ
局
笠
形
石

核
」
・
「
模

形
石
核
」
が
ふ
く
ま
れ
、
「
円
体
石
核
」
は

「
円
柱
形
石
核
」

・
「
円
錐
形
石
核
」
が

そ

の
代
表
と

さ

れ

る
。

日
本

の
細
石
核

は
、
細

刃
器
製
作

の
技

術
的
な
相
違

の
も
と

に
区
分
す

る
と
、
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
。
湧
別
技
法

・
峠
下
技
法

・
西
海
技
法
等

に
よ
る
調

整
形
細
石
核
、

ホ

ロ
カ
技
法

に
ょ
る
船
底
形
細
石
核
、
矢
出
川
技
法

に
よ

る
稜
柱
形
細
石
核

の
三
者

で
あ
る
(㊧
)。

こ

の

よ

う

な
技
法
的

観
点
か
ら
、
中
国

の
細

石
核
を

み
て
み
よ
う
。
申
孔

・
双
湖
遺
跡

の
残
核

か
ら
観
察

さ
れ
る
細

刃
器

製
作
技
術
の
特
徴
は
、

い
ま

日
本

に

比
較

で
き
る
技
法
は
な

い
。
あ

る
い
は
、
峠
下
技
法

の
な
が
れ

の
な
か
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ

に
た
い
し
て
海
拉
爾
松
山
遺
跡

の
技

術

は
、
ま
さ
に
湧
別
技
法
的

な
内
容
と

い
え
る
。
さ
ら
に
、
虎
頭
梁
遺
跡

に
知
ら
れ
る

「
河
套
技
術
」
と

「
虎
頭
梁
技
術
」
は
、

そ
れ
ぞ

れ
湧
別
技
法
と
西
海
技
法
と
に
対

比
さ
れ

て
い
る
(⑦
)。

こ

の

よ

う

に
、

日
本
と
中
国
に
は
、
共
通
す
る
技
術
が
存
在
す
る

こ
と
は
あ
き

ら
か
で
あ
る
。

そ
し

て
、
虎
頭
梁
遺
跡

の
二
つ
の
技
法
は
、
海
拉
爾
松
山

・
沙

苑
な
ど

の
遺
跡

で
も
観
察

で
き

そ
う
で
あ

る
。

日
本

で
は

地
域
と
時
期
を
分
か

つ
両
者
が

い

っ
し

ょ
に
あ
る
点
に
関
心
が
引
か
れ
る
。
文
化

の
系
統
的
な

つ
な
が
り
も
十
分

に
考
慮

さ
れ
よ
う
。

そ

こ
で
、
細

石
核

と
石
器

の
組
み
合

わ
せ
と

の
関
係
を
お

っ
て

み

た

い
。
安
志
敏
教
授
は
、
「
扁
体
石
核
」
と

「
円
体
石
核
」
と
は
共

存
す
る
が
時
間
差
が
あ

っ
て
、
コ
扁
体
石
核
」

の
方
が
古

い
と

し
て
い
る
(@

。

そ
し
て
、
旧
石
器
時
代
か
ら
中
石
器
時
代

に
か
け

て
は
、

虎
頭
梁
遺
跡

や
海
拉

爾
松
山
遺
跡

の

よ

う

に
、
ジ「
扁
体
石
核
」
が
主
で
あ
り
、
新
石
器
時
代

に
は

「
円
体
石
核
」
が
主
と
な
る
と
述

べ
て

い
る
。

そ

の
虎
頭
梁
遺
跡
と
海
拉

爾
松
山
遺
跡

に
は
、
時
俗

・小
南
海
遺
跡

が
も

つ
石
器

の
伝
統
的
な
組

み
合
わ
せ
ば
は

っ
き
り
し
な
い
。

石
器
に
は
、
尖
頭
器

・
彫
器

・
掻
器

・
削
29
な
ど

の

一
連

の
新
ら
し

い
組

み
合
わ
せ
が
姿
を
み
せ

て
い
る
。

日
本

で
は
、
調
整
形

・
船
底

形

・
稜

柱
形
の
三

つ
の
細
石
核

に
お

い
て
、

そ
れ
ら
が
共
存
す

る
在
り
方
は
細
石
器
文
化

の
前
半
期

に
特
徴
的

で
、

そ
の
後
半
期

に
は
そ

れ
ぞ
れ
個
別
的
に
存
在
す
る
傾
向

が

つ
よ

い
。

そ
の
よ
う
な
細
石
器
文
化

に
あ

っ
て
、
最
も
古

い
と
考

え
ら
れ
る
石
器
群
は
、
北
海
道
地

方

の
置
戸
安
住
遺
跡
と
九
州
地
方

の
船
野
遺
跡
と

に
代
表

さ
れ

る
も

の
と
考

え
て
い
る
(⑳
}。

置
戸
安

住
遺
跡

に

お

い

て

は
、

調
整
形
細
石
核

(
湧
別
技
法
)

に
船
底

形
細
石
核

(
ホ

ロ
カ
技
法
)
と
稜
柱
形
細
石
核

(矢
出

川
技

法
)
が
伴
う
(⑱
)。
石
器
群

の
組

み
合
わ
せ
に
は
、
尖

頭
器

・
彫
器

・
船
底
形
石
器

・
掻
器

・
削
器

・
石
斧
等
が

み

ら

れ

る
。
船

野
遺
跡

に
あ

っ
て
は
、
船
底
形
細
石
核

(
ホ

ロ
カ
技
法
)
と
稜
柱
形
細
石
核

(矢
出
川
技
法
)
が
共
存

す
る
(⑳
)。
石
器
群

の
組

み
合
わ
せ
ば
、
す

な
わ
ち
ナ
イ

フ
形
石
器
文
化

・
岩
宿

皿
期

の
組

み
合
わ
せ

で
あ
り
、
ナ
イ

フ
形
石
器

・
尖
頭
形
石
器

・
掻
器

・
削

器

・
礫
器
等
が
あ
る
。
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こ
の
よ
う

に
、
置
戸
安

住
遺
跡

の
石
器

の
組
み
合
わ
せ
ば
、
虎
頭
梁
遺
跡
等
に
類
似
し

て
い
る
と

い
え
よ
う
か
。
さ
て
、

一
方

の
船
野
遺

跡
と

の

つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ
る
遺
跡
を
中
国

に
も
と
め
ら
れ
る

だ

ろ

う

か
。
下
川
遺
跡

に
注
意
し
た
い
(⑨
)。
下
川
遺
跡

に

つ
い
て
は

し
か
し
、

い
ま

そ
の
は

っ
き
り
と
し
た
共
時
関
係

に
あ
る
石
器
を
、

具
体
的

に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
放
射
性
炭
素

に
ょ
る
測
定
年
代

に
も
、

二
万
年
間

ほ
ど

の
幅

が
あ

る
。
と
は
い
え
、
石
器

の
組

み
合
わ
せ
に
は
興
味

ぶ
か
い
も

の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
尖
頭
形

石
器
な
ど
伝
統
的

に
よ
り
古
い
部
分
と
、
虎
頭

梁
遺
跡
的
な
部
分
と
を
、

そ
れ
ぞ
れ
合

わ
せ
た
か

の
よ
う

で
あ
る
。
ま

た
、
細

石
核
を
み

る
と
稜
柱
形
が
多
数
を
占
め

て
お
り
、
船
底
形

も
存
在
し

て
い
る
(⑧
)
。
そ
し

て
、

ナ
イ

フ
形
石
器
も
あ
る
ら
し

い
。

つ
な
が

り

を

も

と

め
ら
れ
る
か
も

し
れ

な
い
。

四

お

わ

り

に

先
土
器
時
代

の
石
器
群
と

そ
の
文
化
は
、

日
本
を
と
り
ま
く
地
域

の
文
化
と
接
触
し
て
い
た
と
考
え
う
る

い
く

つ
か

の
側
面
を
も

っ
て

い
る
。

す
で
に
研
究
史
上
、
指
摘

さ
れ

て
い
る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、
複
製
標
本
を
と
う
し

て
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化

の
岩
宿

丑
期

37

に
九
州
地
方
か
ら
本
州
地
方

へ
と
間
接
的

に
お
よ
び
、

そ
の
直
後

の
細
石
器
文
化

で
は
東
西

か
ら
列
島
を

お
お

っ
た
、
大
陸
か
ら

の
影
響

-

を
観
察

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

今
後
、
在
来
資
料

の
再
検
討
と
新
資
料

の
蓄
積
と
に
よ

っ
て
研
究

が
す
す

め
ら
れ

て
い
く
な
か

で
、

日
本
と
中
国
と

の
あ

い
だ

の
よ
り

細
部

に
わ
た
る
石
器
時
代

の

つ
な
が
り
は
、

一
層
は

っ
き
り
と
な
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
束

ア
ジ

ア

一
帯

の
そ
れ
ぞ
れ
の
地

に
、

個
性
ゆ

た
か
な
文
化
を
発
展
さ

せ
た
、

人
類

の
足
跡
を
知

る
こ
と
に
な
る
ち
が
い
な

い
。
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注
第
1
図
と
第
2
図
は
、
第
1
図

・
1
を

の
ぞ
き
全

て
寄
贈
品
で
あ
る
。

測
図

の
な

い
も

の
に

つ
い
て
は
略
図
を
も

っ
て
示
し
た
。

実
測
図
は
文
献
①

・
②

・
③

・
⑤

・
⑧

か
ら

の
転
載

で
あ
る
。
た
だ
し
、
実


